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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 1月 15日 (2007.1.15)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 自 動 車 エ ン ジ ン 等 の 内 燃 機 関 用 イ グ ニ ッ シ ョ ン シ ス テ ム に お い て 、 メ ン テ ナ ン ス 中 の 作
業 ミ ス 等 に よ り 制 御 信 号 が オ ン し た ま ま に な り 、 誘 導 負 荷 （
、 負 荷 コ イ ル ） の 電 流 を 制 御 す る ス イ ッ チ ン グ 素 子 が 導 通 し 続 け 、 半 導 体 装 置 自 身 や 負 荷
が 発 熱 に よ り 特 性 劣 化 や 破 壊 に 至 る と い う 問 題 が あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 発 明 は 、 コ ン デ ン サ の 充 電 時 間 に よ り 、 出 力 電 流 の 遮 断 速
度 を 制 御 し て い る 。 出 力 電 流 の 遮 断 速 度 を 低 く す る た め に 、 大 き な 容 量 の コ ン デ ン サ を 必
要 と す る の で 回 路 面 積 を 縮 小 す る こ と が 困 難 で あ る 。 ま た 、 誘 導 負 荷 の 大 き さ に 応 じ て 発
生 す る 誘 導 起 電 力 の 大 き さ が 異 な る の で 、 誘 導 負 荷 の 大 き さ に 応 じ て コ ン デ ン サ の 容 量 を
変 更 す る 必 要 が あ る 。 そ の た め 、 誘 導 負 荷 の 大 き さ に よ ら な い で 所 望 の ク ラ ン プ 電 圧

誘 導 起 電 圧 を 制 御 す る こ と が 困 難 で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】

例 え ば ト ラ ン ス フ ォ ー マ ー や

と な
る よ う に



【 ０ ０ ２ ０ 】
　 入 力 端 子 １ ０ か ら 入 力 信 号 Ｖ Ｉ Ｎ が 入 力 さ れ る と 、 制 御 回 路 ６ は 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ １ の 駆 動 状
態 を 監 視 す る 監 視 回 路 （ 図 示 せ ず ） に 応 答 し て 入 力 信 号 Ｖ Ｉ Ｎ を 制 御 し 、 ゲ ー
ト 駆 動 回 路 ９ に 制 御 信 号 を 出 力 す る 。 ゲ ー ト 駆 動 回 路 ９ は 、 制 御 信 号 に 基 づ い て Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ
１ の ゲ ー ト を 駆 動 す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 タ イ マ ー 回 路 ７ は 、 通 常 Ｌ レ ベ ル の 信 号 を 出 力 し て い る 。 そ し て 、 入 力 端 子 １ ０ か ら オ
ン 信 号 が 入 力 さ れ る と 、 タ イ マ ー 動 作 を 行 う 。 す な わ ち 、 メ ン テ ナ ン ス 作 業 中 の ミ ス 等 に
よ り 、 オ ン 信 号 が 入 力 さ れ 続 け る と 、 オ ン 信 号 の 入 力 か ら 所 定 時 間 経 過 後 に Ｈ レ ベ ル
の 信 号 を 出 力 す る よ う に 動 作 す る 。 ま た タ イ マ ー 回 路 ７ は 、 オ ン 信 号 が 所 定 時 間 以 上 継 続
し な い 場 合 は 、 Ｌ レ ベ ル の 信 号 を 出 力 し 続 け る 。 す な わ ち 、 タ イ マ ー 回 路 ７ は 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ
１ を 駆 動 す る た め の オ ン 信 号 が 所 定 時 間 以 上 入 力 さ れ る と 、 所 定 の 出 力 信 号 （ 上 記 の 例 で
は Ｈ レ ベ ル の 信 号 ） を 出 力 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 図 ２ を 用 い て ゲ ー ト 駆 動 回 路 ９ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 １
４ の 入 力 が 回 路 ６ の 出 力 に 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 １ ４ の 出 力
は 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ １ の ゲ ー ト に 接 続 さ れ て い る 。 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ １ ５ の ド レ イ ン が カ レ
ン ト ミ ラ ー 回 路 １ ４ の 入 力 に 接 続 さ れ 、 ソ ー ス は 接 地 さ れ て い る 。 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ
１ ５ の ゲ ー ト は タ イ マ ー 回 路 ７ の 出 力 に 接 続 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 、 ゲ ー ト 放 電 抵 抗 １ ０ １ は 抵 抗 ４ に よ っ て 与 え ら れ
て い る 。 そ の た め 、 ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ３ を 流 れ る リ ー ク 電 流 程 度 で は Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ １ を オ ン
状 態 に 遷 移 す る 程 の ゲ ー ト 電 圧 は 発 生 せ ず 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ １ が オ フ 状 態 に 保 た れ ま ま 電 圧 Ｖ Ｃ
Ｅ は 上 昇 し て い く 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 一 次 コ イ ル 側 で 発 生 し た 誘 導 起 電 力 は 、 二 次 コ イ ル 側 に － ３ ０ ｋ Ｖ 程 度 に 昇 圧 さ れ
て 伝 わ り 、 点 火 プ ラ グ に ア ー ク 放 電 を 発 生 さ せ る る と 、 負 荷 コ イ ル ２ の 一 次 コ イ
ル 側 及 び 二 次 コ イ ル 側 の 電 圧 は 低 下 し 、 電 圧 Ｖ Ｃ Ｅ お よ び 点 火 プ ラ グ １ ３ の 電 圧 Ｖ ２ は 電
圧 Ｖ B に な る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 の 保 護 動 作 時 で の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 入 力 信
号 Ｖ Ｉ Ｎ が オ ン 信 号 と な っ て か ら 所 定 時 間 経 過 後 、 タ イ マ ー 回 路 ７ は Ｈ レ ベ ル の 信 号 を 出
力 す る 。 タ イ マ ー 回 路 ７ か ら 出 力 さ れ た 信 号 は 、 イ ン バ ー タ ８ で 反 転 さ れ て 、 Ｌ レ ベ ル の
信 号 と し て Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ １ １ の ゲ ー ト に 入 力 さ れ る 。 Ｌ レ ベ ル の 信 号 が 入 力 さ れ
る と 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ １ １ は オ ン 状 態 か ら オ フ 状 態 と な る 。 そ の た め Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ １ の
ゲ ー ト 放 電 抵 抗 部 １ ０ １ は 、 抵 抗 ４ 及 び 抵 抗 ５ の 合 成 抵 抗 に よ っ て 与 え ら れ る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ １ が オ フ 状 態 に 遷 移 す る と と も に 、 コ レ ク タ 電 流 Ｉ Ｃ が 徐 々 に 遮 断 さ れ 、 電 圧
Ｖ Ｃ Ｅ が 上 昇 す る 。 前 述 し た よ う に 保 護 動 作 時 に 、 ゲ ー ト 放 電 抵 抗 部 １ ０ １ は 抵 抗 ４ 及 び
抵 抗 ５ の 合 成 抵 抗 で 与 え ら れ て い る 。 そ し て 抵 抗 ５ の 抵 抗 値 を 設 定 す る こ と に よ り 、 ツ ェ
ナ ー ダ イ オ ー ド ３ を 流 れ る リ ー ク 電 流 程 度 で Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ １ が オ ン す る よ う に 、 合 成 抵 抗 の 抵
抗 設 定 さ れ て い る 。 電 圧 Ｖ Ｃ Ｅ が ３ ０ Ｖ 程 度 に 上 昇 す る と 、 ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ３ を
流 れ る リ ー ク 電 流 で 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ １ を オ ン 状 態 に 保 持 す る の に 十 分 な ゲ ー ト 電 圧 が

ゲ ー ト に 印 加 さ れ る 。 そ の た め 、 ゲ ー ト 駆 動 回 路 ９ か ら Ｌ レ ベ ル の 信 号 が 出 力 さ れ て
も 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ １ は 完 全 に オ フ 状 態 に 遷 移 す る こ と な く 、 コ レ ク タ 電 流 Ｉ Ｃ は 、 破 線 で 示 す
よ う に 徐 々 に 減 少 す る 。 コ レ ク タ 電 流 Ｉ Ｃ が ０ に な る と 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ １ は 完 全 に オ フ 状 態 と
な り 、 ま た 電 圧 Ｖ Ｃ Ｅ は 電 圧 Ｖ B と な る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 抵 抗 ５ の 抵 抗 値 を 適 当 に 選 ぶ こ と で 保 護 動 作 時 に 印 加 さ れ る ゲ ー
ト 電 圧 値 を 制 御 す る と 、 電 圧 Ｖ Ｃ Ｅ は ３ ０ Ｖ 程 度 の 上 昇 で 抑 え ら れ る 。 そ し て 、 図 の 破
線 に 示 す よ う に 、 点 火 プ ラ グ １ ３ の 電 圧 Ｖ ２ も － ３ ０ ０ ０ Ｖ 程 度 の 上 昇 で 抑 え ら れ ア ー ク
放 電 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 次 に 従 来 の 半 導 体 装 置 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 通 常 動 作 時 は 、 タ イ マ ー 回 路 ７ か ら 入
力 さ れ た Ｌ レ ベ ル の 信 号 が 、 イ ン バ ー タ ２ ２ で 反 転 し て Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ の ゲ ー
ト に 入 力 さ れ る 。 そ の た め 、 電 流 源 １ ８ か ら 流 れ る 電 流 は 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ０ を
介 し て 接 地 電 位 に 流 れ る 。 制 御 回 路 ６ か ら 出 力 さ れ る オ ン 信 号 は 、 引 き 算 回 路 ２ ３ で 介 し
て そ の ま ま カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 １ ４ に 出 力 さ れ る 。 カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 １ ４ は 、 引 き 算 回
路 ２ ３ か ら 出 力 さ れ た 出 力 電 流 を 増 幅 し て 出 力 す る 。 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ １ の オ ン 状 態 で は 、 カ レ ン
ト ミ ラ ー 回 路 か ら 出 力 さ れ る 電 流 が 抵 抗 １ ６ を 流 れ る こ と に よ り 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ １ を オ ン
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状 態 に す る の に 十 分 な 電 圧 を ゲ ー ト に 印 加 し て い る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 コ レ ク タ 電 流 を 遮 断 す る 速 度 は 、 コ ン デ ン サ ２ １ の 容 量 の 大 き さ に よ っ て 制
御 さ れ る た め 、 負 荷 コ イ ル ２ の 巻 き 数 に 応 じ て コ ン デ ン サ ２ １ の 容 量 を 設 定 す る 必 要 が あ
る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ １ 】
　 さ ら に ま た 、 引 き 算 回 路 を 駆 動 す る た め の 電 源 を 入 力 信 号 Ｖ Ｉ Ｎ か ら 供 給 す る 必 要
が あ る 場 合 、 グ ラ ン ド 浮 き 等 に よ り 引 き 算 回 路 に 供 給 さ れ る 電 源 が 小 さ く な り

動 作 し な く な る と い う 可 能 性 も あ る 。
【 手 続 補 正 １ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 抵 抗 ５ の を 調 節 し て 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ １ の ゲ ー ト に 印 加 さ れ る 電 圧 を 制 御 す る こ
と で 、 電 圧 Ｖ Ｃ Ｅ を ク ラ ン プ す る ク ラ ン プ 電 圧 の 大 き さ を 制 御 す る こ と が で き る 。

用 い る 負 荷 コ イ ル ２ の 大 き さ に よ ら ず 、 所 望 の ク ラ ン プ 電 圧 で ク ラ
ン プ す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ６ は 、 ゲ ー ト 放 電 抵 抗 部 １ ０ １ を Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ４ を 用 い て 構 成 し た 構 成 例
を 示 し て い る 。 バ ッ フ ァ の 入 力 が タ イ マ ー 回 路 ７ の 出 力 に 接 続 さ れ 、 バ ッ フ ァ の
出 力 が Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ４ の ゲ ー ト に 接 続 さ れ て い る 。 Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ４
の ソ ー ス ・ ド レ イ ン 間 に は 抵 抗 ４ が 介 挿 さ れ 、 Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ４ の ソ ー ス は Ｉ Ｇ
Ｂ Ｔ １ の ゲ ー ト に 接 続 さ れ 、 ド レ イ ン は 接 地 さ れ て い る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 抵 抗 ４ は 大
き な 抵 抗 値 の 抵 抗 が 用 い ら れ 、 抵 抗 ５ の 大 き さ は 小 さ な 値 の 抵 抗 が 用 い ら れ る よ う に 構 成
さ れ て い る 。 そ の 他 の 構 成 は 、 図 １ に 示 し た 半 導 体 装 置 と 同 一 の た め 説 明 は 省 略 す る 。 ま
た 動 作 に つ い て も 、 図 １ の 構 成 と 同 様 の た め 省 略 す る 。
【 手 続 補 正 １ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 以 上 の 構 成 で は 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 と し て Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ を 用 い た 例 を 示 し た が 、 本 発 明 は 、
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４ ５ ４ ５



パ ワ ー Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ 等 を 用 い た 半 導 体 装 置 に も 適 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 負 荷 コ イ ル
２ 以 外 を 同 一 半 導 体 基 板 上 に 形 成 す る こ と に よ り 、 回 路 面 積 を 縮 小 す る こ と が
で き る 。
【 手 続 補 正 １ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 次 に 本 実 施 の 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 通 常 動 作 時 で は 、 タ イ マ
ー 回 路 ７ か ら Ｌ レ ベ ル の 信 号 が バ ッ フ ァ 回 路 ２ ５ を 介 し て Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ の ゲ
ー ト に 出 力 さ れ て い る 。 そ の た め 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ は オ フ 状 態 と な っ て い る 。
Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ７ は オ ン す る こ と な く 、 ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ２ ８ が Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ １ の
ゲ ー ト ・ コ レ ク タ 間 に 接 続 さ れ る こ と は な い 。 そ の た め 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ １ の ゲ ー ト ・ コ レ ク タ
間 電 ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ３ に よ っ て ク ラ ン プ さ れ る 。 ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ３ の ク ラ ン
プ 電 圧 程 度 ま で 電 圧 Ｖ Ｃ Ｅ は 上 昇 し 、 点 火 プ ラ グ １ ３ で 放 電 が 行 わ れ る 。
【 手 続 補 正 １ ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 保 護 動 作 時 に は 、 ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ２ ８ 、 ３ を 流 れ る リ ー ク 電 流 抗 ４ ， ５ を 流 れ
て Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ １ が オ ン 状 態 に 保 持 さ れ る 。 そ の 結 果 、 既 に 実 施 の 形 態 １ の 半 導 体 装 置 と 同 様
に 、 コ レ ク タ ・ エ ミ ッ タ 間 電 圧 Ｖ Ｃ Ｅ が 所 望 の ク ラ ン プ 電 圧 で ク ラ ン プ さ れ 、 点 火 プ ラ グ
１ ３ で の ア ー ク 放 電 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ２ ８ を 流 れ る リ ー ク 電 流 が ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド
３ を 流 れ る リ ー ク 電 流 に 加 わ る の で 、 抵 抗 ５ の 抵 抗 値 を 実 施 の 形 態 １ に 比 べ て 小 さ く す る
こ と が で き る 。 、 回 路 面 積 を 実 施 の 形 態 １ に 比 べ て 縮 小 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ２ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ま た タ イ マ ー 回 路 ７ の 出 力 は バ ッ フ ァ ２ ５ を 介 し て Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ の ゲ ー ト
に さ れ 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ は オ ン 状 態 に 遷 移 す る 。 Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２
７ の ゲ ー ト は Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ２ ６ を 介 し て 接 地 さ れ 、 オ ン 状 態 に な る 。 Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト
ラ ン ジ ス タ ２ ７ が オ ン 状 態 と な る 結 果 、 ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ２ ８ が 、 Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス
タ ２ ７ を 介 し て Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ １ の ゲ ー ト ・ コ レ ク タ 間 に 接 続 さ れ る こ と に な る 。
【 手 続 補 正 ２ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 次 に 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 通 常 動 作 時 に は 、 タ イ マ ー 回 路 ７ か ら Ｌ レ ベ ル の 信 号 が 出
力 さ れ 、 バ ッ フ ァ ３ ２ を 介 し て Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ３ ０ の ゲ ー ト に 入 力 さ れ る 。 Ｎ Ｍ Ｏ
Ｓ ト ラ ン ジ ス タ は オ フ 状 態 と な り 、 通 常 動 作 時 に は ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ３ に よ っ て Ｉ
Ｇ Ｂ Ｔ １ の 電 圧 は ク ラ ン プ さ れ る 。
【 手 続 補 正 ２ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ２ ８ の 降 伏 電 圧 は ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ３ よ り も 低 く 設 定 さ れ て い る
の で 、 保 護 動 作 時 に は ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ２ ８ に よ っ て Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ １ の
電 圧 は ク ラ ン プ さ れ る 。 ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ２ ８ の 降 伏 電 圧 を 適 当 に 選 ぶ こ と で 、 保 護 動
作 時 の ク ラ ン プ 電 圧 を 所 望 の 値 に 精 度 よ く 設 定 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ２ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ＜ 実 施 の 形 態 ４ ＞
　 図 １ ０ は 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 半 導 体 装 置 の 構 成 を 示 す 回 路 図 で あ る 。 ツ ェ ナ ー ダ イ オ
ー ド ３ の カ ソ ー ド に Ｐ Ｎ Ｐ ト ラ ン ジ ス タ （ 第 １ ト ラ ン ジ ス タ ） ３ ７ の エ ミ ッ タ が 接 続 さ れ
て い る 。 Ｐ Ｎ Ｐ ト ラ ン ジ ス タ ３ ７ の コ レ ク タ （ 電 流 入 力 端 子 ） は 、 Ｎ Ｐ Ｎ ト ラ ン ジ ス タ （
第 ２ ト ラ ン ジ ス タ ） ３ ８ の ベ ー ス 及 び ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ３ ６ の カ ソ ー ド に 接 続 さ れ て い
る 。 Ｐ Ｎ Ｐ ト ラ ン ジ ス タ ３ ７ の ベ ー ス は Ｎ Ｐ Ｎ ト ラ ン ジ ス タ ３ ８ の コ レ ク タ に 接 続 さ れ 、

エ ミ ッ タ （ 電 流 出 力 端 子 ） は 抵 抗 ３ ９ の 一 端 に 接 続 さ れ て い る
。 抵 抗 ３ ９ の 他 端 は 接 地 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ２ ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ３ ６ の ア ノ ー ド に は ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ３ ５ の カ ソ ー ド が 接 続 さ れ
、 ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ３ ５ の ア ノ ー ド は 、 ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ３ ４ の カ ソ ー ド に 接 続 さ れ
て い る 。 ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ３ ４ の ア ノ ー ド は 、 抵 抗 ２ ９ の 一 端 、 Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ
（ 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ 、 ト ラ ン ジ ス タ ） の ド レ イ ン （ 電 流 出 力 端 子 ） 、 及 び ツ ェ ナ ー ダ
イ オ ー ド ３ ３ の カ ソ ー ド に 接 続 さ れ て い る 。 ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ３

ア ノ ー ド は 接 地 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ２ ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 こ こ で 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ １ の ゲ ー ト ・ コ レ ク タ 間 に は Ｐ Ｎ Ｐ ト ラ ン ジ ス タ ３ ７ を 介 し て ツ ェ ナ
ー ダ イ オ ー ド ３ ４ ～ ３ ６ が 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 Ｐ Ｎ Ｐ ト ラ ン ジ ス タ ３ ７ が オ ン 状 態
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に あ る こ と に よ り 、 Ｐ Ｎ Ｐ ト ラ ン ジ ス タ ３ ７ の コ レ ク タ 電 圧 （ Ｎ Ｐ Ｎ ト ラ ン ジ ス タ ３ ８ の
ベ ー ス 電 圧 ） は 、 ほ ぼ Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ １ の 電 圧 Ｖ Ｃ Ｅ に 等 し く な っ て い る
。 そ の た め 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ １ の コ レ ク タ ・ エ ミ ッ タ 間 電 圧 Ｖ Ｃ Ｅ は ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ３ ４ ～
３ ６ に よ る 降 伏 電 圧 で ク ラ ン プ さ れ る 。 こ こ で 使 用 さ れ る ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド の 段 数 は 、
所 望 の 電 圧 値 に あ わ せ て 変 え て も か ま わ な い 。
【 手 続 補 正 ２ ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ ３ 】
　 そ し て 、 何 ら か の 異 常 が 発 生 し 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ １ が オ ン 動 作 中 に

が 、 ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ３ ３ か ら ３ ６ に よ っ て 与 え ら れ る 降 伏 電 圧 （ 例 え ば 約 ３ ０
Ｖ ） 以 上 に 上 昇 す る と 、 Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ １ の コ レ ク タ か ら Ｐ Ｎ Ｐ ト ラ ン ジ ス タ ３ ７ 及 び ツ ェ ナ ー
ダ イ オ ー ド ３ ４ ～ ３ ６ を 介 し て ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ３ ３ 及 び 抵 抗 ４ ４ へ 流 れ る 。 そ
の 結 果 、 比 較 器 ４ ２ の プ ラ ス 端 子 に ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド ３ ３ の 降 伏 電 圧 に 相 当 す る 電 圧 が
入 力 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ２ ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 図 ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 ６ 】
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